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後
藤
丹
治
先
生
は
、
近
来
「
椿
説
弓
張
月
」
の
註
釈
等
、
先
生
み
ず
か
ら
快
心
と
さ
れ
る
述
作
を
著
わ
さ
れ
、
益
友
御
清
硯

の
趣
に
拝
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
は
か
ら
ず
も
去
る
五
月
一
日
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
我
汽
後
進
と
し
て
、
ま
こ
と
に
ま
こ
と

に
痛
惜
に
耐
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

先
生
は
、
い
ま
さ
ら
言
う
ま
で
も
な
く
、
独
自
の
学
風
を
も
っ
て
、
国
文
学
界
に
多
大
の
業
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
近
世
以

前
の
文
学
作
品
に
は
、
先
行
文
学
よ
り
の
本
歌
取
り
的
摂
取
と
い
う
べ
き
制
作
意
識
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
点
よ
り
す
る
出
典
考

証
は
、
ゆ
る
が
せ
に
で
き
な
い
基
礎
的
研
究
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
先
生
は
こ
の
方
面
に
お
け
る
実
証
的
研
究
に
↑
前
人
未
踏

の
業
績
を
残
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

先
生
は
昭
和
十
六
年
、
本
学
法
文
学
部
国
文
学
科
創
設
と
同
時
に
教
授
と
し
て
赴
任
さ
れ
、
爾
来
、
後
進
の
た
め
に
心
魂
を

傾
け
て
指
導
に
あ
た
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
て
、
昭
和
二
十
九
年
、
大
阪
学
芸
大
学
に
去
ら
れ
た
後
も
、
引
つ
づ
き
本
学
大
学

院
に
出
講
さ
れ
、
御
逝
去
の
数
日
前
ま
で
、
教
壇
に
た
た
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
我
が
立
命
館
大
学
日
本
文
学
会
の
創

立
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
中
心
と
な
っ
て
事
を
運
ば
れ
、
そ
の
後
も
、
会
員
と
し
て
終
始
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
、

こ
れ
ら
の
縁
に
よ
り
ま
し
て
、
本
追
悼
号
を
編
ま
し
て
戴
き
、
先
生
の
霊
前
に
献
じ
た
い
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
縁
に
よ
り
ま
し
て
、

昭
和
三
十
八
年
八
月
十
日

後
藤
丹
治
博
士
追
悼
号
刊
行
に
あ
た
っ
て

立
命
館
大
学
日
本
文
学
会

会
長
和
田
繁
二
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